
3 3.散布緑化工法による木本植物導入法

1.試展担当者

本堆防災部治山第二研究室長 岩 川 笄 夫 ほか

東北支农経営集四帝究室長 村 井 宏 ほか

前西支場防災硏究室 小 林 忠 一 ぼか

2. 試験目的

現在行なわれつつあるヘリコブターなどによる散布緑イ口Zでは,緑祓档成が岑定の華本却 

にかたまり,治山効架のかたい木木植物の成立がよく制されて問履とせる。このため侵佐防 

止効果のかたい縫被をすみやかに形成するとともに治山本来のねらいである木本杭物の成立 

を,早期花街カ的に達成する方法を研究ナる。

3. 昭和4 5年麼の経過とえられた結果

本塚

1. 長好営林局中川治山事業所甫内(凍上:花宝岩地带 ) に次獄地を選定して概況彪§を行な 

い,垢内何!かでは,描積内容別,土湖跋どによる招®実筋を行なって蠣的に検討した 

(44年度)。

2. 中Jllfe山M顷所街内に性瘁の生育特性区分別,混插削合,福玲・などをかえた試院工を 

施工し,初年目の詛吏を行左った,初期生育の速い木本梱物は,混播剳合をか丸ること;て 

よって“;i本との兢会にたえて生育すること力けかかわれる(45年匿)。

3.立地条件のことなる丹沢治山不楽所管内 < 凉上第四紀層他苗(表靖>”てあらたに弑演 

予定地を迅定した(4 6年既に試額工旋エ)。

〇灾北支歩

1•現址試殷
立地条件の異なった3個所の国有林海?抱に懿堆を昭印4 5年度に設定し,主として 

携带用吹付携を用い,木本と革本の混合書恰や地報え処若!を加えて拖工をむこなつ治 題 

被の拡がりと流出土矽始の定期的农交を実施した〇 (岩手栗下皆手,拏石,北上営怵驱皆 

内>

2•画圾試段
支圾枱内の胸,阳ておいて,樹草莎の混合形態や岱郡密変をかえた比較試験をおこなった〇 

。区西支場

初年戒Kおいては阻布我子の発芽將性»榴内平地での死芽ホ、よび生育試S2比良山系での 

現地実態削宣および滋賀県下ならびに広島柴下で第2年医から計画している眺胞!地の 

踏巻迭定を行なう。

1.5SW 性としては,木木と革本尚に発芽集,発芽勢,平均発芽日散にかなりのiftいが
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みられた〇

2l枠内恕で木本華本の預子澹合別合の避いによる発芽生育漩含状懇を国べたが初彼 

ではKS若なきがみられなかった。

3. 現措通在では,木本の成立自然役入が億少であったJ
4. 滋賀衆立石山国有林に玖地弑戒抱を漩しあ

4.昭和4 6年度の試験計画

。本 場

1. 中JI鞄区く凍上花崗岩地帝)に設定した就快エの•経過詞在を行左・爲

2. 丹沢他区(凉上第三,四紀居地带)に試坟工を施工し,初年目聞遇況登を行なう。

〇束北支歩

1. 她試眺
立地条件の罪なった3倨所の国有林荒廃地に剛抢を追加し小梨吹付檢柏を用いて, 

昨年変と同様な滩拖工をおこ左う(岩手県下,岩手,學石,北上営林若值内)〇昨年 

旋の就段抱Iてついては,春季に成績朋査をむこをう。

2. 毗・

昨年度粕工した試芸地の摆続覩察をおこなう。

〇価西支芯

1. 相内での試密を鄭あする。

木本消失おXぴ成長散合牴懇を消査する。

2. 羽地試段拘での木本の生育强過を潸ベる。

3. あらたド広岛栗火好可での木水の混合做号奥｝試依を行な爲
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